
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 弥生時代の芸術 

 弥生時代にも縄文時代と同じように造形
ぞうけい

、絵
かい

画
が

、音といった芸術に関わる出土品があります

が、新たな稲作と金属の登場による弥生時代なら

ではの特徴がうかがえます。 

 

1-1 芸術～造形
ぞうけい

と絵画～ 

 弥生時代には土器に人面
じんめん

やトリなどを模した造

形があるほか、線刻
せんこく

で描かれた絵画があります。 

浜松市角江遺跡出土の人面には入れ墨
い れ ず み

の表現が

あり、当時の風習がわかります。シカやトリは、

弥生土器や銅鐸
どうたく

の絵画では多く登場する動物であ

り、弥生時代の人々にとって大切な存在であった

と考えられます。 

 

1-2 芸術～音
 

の世界～ 

弥生時代に現れる銅鐸
どうたく

は、内部にさげた舌
ぜつ

をゆ

らして当てることで、自然には聞くことのない金

属的な大きな音を出します。浜松市角
かく

江
え

遺跡
い せ き

から

は、石製の舌のほかに銅鐸を模した土製品も出土

しました。 

弥生時代の遺跡からは、和琴
わ ご ん

の祖型
そ け い

とみられる

箱形（槽
そう

づくり）の木製の琴
こと

も出土しています。 

弥生時代のムラに

は、銅鐸の音が響き

わたったり、琴の音

が流れたり、うたや

踊りの名人もいたか

もしれません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの主食は米ですが、その米づくりである

稲作は、縄文時代の終わり頃から弥生時代はじめ

に大陸から伝わり、全国各地に広がりました。 

静岡県内で稲作が盛んに行われるようになるの

は、今から約 2,200 年前の弥生時代中期
ちゅうき

中葉
ちゅうよう

に

なります。稲作に必要な水を確保しやすい低地に

水田をつくり、周辺の微
び

高地
こ う ち

に住居などを構えて

暮らしました。さらに、この稲作とともに、新た

な土器の特徴
とくちょう

や木製の農耕
のうこう

具
ぐ

、石製や鉄製の工

具、青
せい

銅
どう

製の銅鐸
どうたく

などが弥生時代に登場します。 

静岡県域には海に面した平野をもつ地域が東西

に林立
りんりつ

しており、特別
とくべつ

史跡
し せ き

である静岡市登
と

呂
ろ

遺跡
い せ き

をはじめ、各地域に弥生時代の集落跡が多く確認

されています。東海道ルートによる交流によって

新たな文化と技術が伝わり、定着したことが明ら

かになっています。さらに静岡県域では、こうし

た中で日本列島の東西の特徴が交錯
こうさく

する様相も認

められます。 

 

静岡市登呂遺跡の復元された水田、祭殿建物と住居 

鳥形土器（浜松市将監名遺跡出土） 

人面付土器、シカの絵画土器片（浜松市角江遺跡出土） 

石製舌、銅鐸形土製品（浜松市角江遺跡出土） 

静岡市登呂遺跡の復元琴（槽づくりの琴） 



1-3 芸術～銅鐸
どうたく

～ 

青銅器は弥生時代に朝鮮半島から伝えられた

後、主に祭器
さ い き

（祭祀
さ い し

の道具）として広まります。

銅鐸は音を鳴らす道具ですが、大型で装飾豊かな

ものになり、弥生時代後期（約 2,000 年前以降）

には西日本から遠江
とおとうみ

（静岡県西部）西部や信濃
し な の

（長野県）までの地域で用いられたことが明らか

になっています。また、銅鐸は生活エリアの外や

離れた丘陵地
きゅうりょうち

に埋
まい

納
のう

されることが多く、特定の

個人の所有物ではなく、地域や集落の宝として扱

われたと推測することができます。 

 弥生時代後期の銅鐸は、近畿
き ん き

地方を中心に分布

する「近畿式銅鐸」と、三河
み か わ

・遠江地方（愛知県

東部・静岡県西部）を中心に分布する「三
さん

遠
えん

式銅

鐸」の二系統に分類されます。磐田市
い わ た し

西
にし

の谷
や

遺跡
い せ き

の敷地
し き じ

３号銅鐸（表紙写真の銅鐸）は、上部に丸

い 飾
かざり

耳
みみ

が付かないなどといった三遠式銅鐸の特

徴を持っています。 
 

磐田市敷地
し き じ

に所在する西
にし

の谷
や

遺跡
い せ き

では、1890

年（明治 23）に山芋掘りをしていた人によって

敷地１・２号銅鐸
どうたく

が発見されていました。2000

年（平成 12）、新東名高速道路の建設に先立って

金属探知機などによる探査を行った結果、近くに

埋納
まいのう

された状態の敷地３号銅鐸を発見し、発掘調

査を実施しました。銅鐸はどこに埋納されたか予 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測することが難しく、敷地３号銅鐸の調査は、数

少ない埋納銅鐸の調査事例になります。 

 

２ しずおかの弥生土器 

 弥生時代の土器は、貯蔵
ちょぞう

に用いた「壺
つぼ

」と煮炊
に た

きに用いた「甕
かめ

」が多く、地域や時期によって食

物を盛り付ける「高坏
たかつき

」や「鉢
はち

」などが加わりま

す。甕は、口が広く開き、装飾
そうしょく

が少なく、煮炊

きに用いたために黒いススなどが付着していま

す。壺は口が狭く、装飾文様
もんよう

を 施
ほどこ

したり、なめ

らかな器面
き め ん

に仕上げられたりしています。 

 静岡県内では、稲作が盛んに行われるようにな

る弥生時代中期中葉
ちゅうよう

（約 2,200 年前）に壺と甕

の組み合わせが定着します。しかし、壺の形や文

様などは西寄りの地域と東寄りの地域とで異なる

特徴
とくちょう

を指摘することができます。 

 

2-1 土器～土器
ど き

棺
かん

～ 

 土器は日常生活で使われるほか、墓
はか

のお供
そな

え

に用いられたり、地域によって 棺
ひつぎ

に用いられる

場合もあります。弥生時代中期後半以降、遠江
とおとうみ

（静岡県西部）では方形
ほうけい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

などとともに土

器棺も多く認められますが、駿河
す る が

（静岡県中東

部）ではほとんど土器棺の発見はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弥生時代後期の青銅祭器の分布 銅鐸の発掘調査（磐田市西の谷遺跡） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-2 土器～遠江
とおとうみ

西部の壺
つぼ

～ 

 遠江西部の浜松市角
かく

江
え

遺跡
い せ き

や将監
しょうげん

名遺跡
みょういせき

から

出土した弥生時代中期の壺は、いちじくのような

下
しも

膨
ぶく

れの形の胴部
ど う ぶ

に、櫛
くし

で細かい横線や縦・斜め

線などの文様が 施
ほどこ

されるのが特徴
とくちょう

です。 

 

2-3･4 土器～駿河
す る が

の壺
つぼ

～ 

 駿河の弥生時代中期中葉
ちゅうよう

（約 2,200 年前）の

壺は、細長い頸
くび

と上寄りが膨
ふく

らむ胴部
ど う ぶ

に、縄文と

ヘラ描
が

きの太い線文が施されるのが特徴
とくちょう

です。

こうした特徴は東日本に広く認められます。 

 弥生時代中期後
こう

葉
よう

（約 2,100 年前）になると、

駿河の壺も遠江
とおとうみ

西部の壺に近い特徴になります

が、胴部の膨らみは中位にある場合が多く、文様

は櫛
くし

描
が

きよりもヘラ描
が

きが多用
た よ う

され、縄文を用
もち

い

るものもあります。 

 

2-5 土器～多彩
た さ い

なデザインの変遷
へんせん

～ 

 弥生時代中期後
こう

葉
よう

から後期（約 2,000 年前以

降）へと、壺
つぼ

には多彩なデザインの変遷が認めら

れます。磐田市
い わ た し

元島
もとじま

遺跡
い せ き

から出土した弥生時代中

期末葉
まつよう

の壺は、口が細長く、黒く滑
なめ

らかな器面
き め ん

に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕上げられたり、赤く塗
ぬ

られたりしているのが特
とく

徴的
ちょうてき

です。静岡市長崎
ながさき

遺跡
い せ き

の多口
た こ う

壺
つぼ

は小さな口

が多数付く特異なデザインですが、壺全体の太め

の形状などは弥生時代後期に現れる特徴です。 

東海地方における弥生時代中期中葉の土器様式 

遠江西部の弥生土器 

（浜松市将監名遺跡出土、展示は一部） 

駿河の壺（静岡市川合遺跡など出土、展示は一部） 

赤と黒の壺 

（磐田市元島遺跡出土） 

多口壺 

（静岡市長崎遺跡出土） 



2-6 土器～高坏
たかつき

と木製高坏～ 

高坏には、土器のほかに木製品もあります。と

くに、駿河
す る が

では弥生土器としての高坏は極めてま

れで、木製の高坏が出土しています。 

 静岡市川合遺跡の木製高杯は３分割の組み合わ

せ式です。木製高杯は一般的に広葉樹材
こうようじゅざい

でつくら

れますが、これは針葉樹
しんようじゅ

のスギ材です。静岡平野

では、９割以上の弥生時代の木製品がスギ材であ

り、高杯も含めてスギを多用
た よ う

する地域だったこと

が判明しています。 

 

2-7 土器～古墳時代の駿河
す る が

の壺～ 

 近年の研究で注目されているのが、弥生時代

の次の古墳時代になった頃の駿河の大型
おおがた

壺
つぼ

で

す。駿河の古墳時代前期（約 1,800 年前）の土

器を「大廓式
おおくるわしき

土器」と呼んでいますが、特に大 

型の壺が特徴的
とくちょうてき

であり、

近畿
き ん き

地方から東北地方ま

での広い範囲で確認され

ています。国としてのま

とまりが現れてくる新た

な時代の地域間の交流を

考える上で、この駿河の

大型壺の性格が注目され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 木製品が語る豊かな農耕文化 

静岡平野では、米作りが伝わると 瞬
またた

く間に水田

が広がっていきました。 

昭和 59 年度から平成５年度までの静
せい

清
しん

バイパ

ス建設に伴う発掘調査で、当時の水田跡が良好な

状態で見つかり、この地域の水田遺跡を研究する

うえでの重要な成果を得ることができました。静

岡市瀬名
せ な

遺跡
い せ き

の水田跡では、大畦
だいけい

畔
はん

で大きな区画

をつくってから、小畦
しょうけい

畔
はん

でその中をさらに区切っ

て小さな区画をつくっていました。畔
あぜ

には補強の

ために杭
くい

や矢板
や い た

が打ち込まれ、畔の芯
しん

には柱や垂
たる

木
き

などの建築材を再利用して埋め込まれていまし

た。水田と集落を区切る溝や河川、人々の生活域

からは土器や木製品が大量に出土しました。 

なかでも水田技術とともに導入された農耕具は、

鍬
くわ

や鋤
すき

、田
た

下駄
げ た

、臼
うす

、杵
きね

、横
よこ

槌
づち

、鎌
かま

などがあり、

すべて木でつくられています。木製の農耕具は集

落のなかでつくられていて、ときには未完成品も

あります。当時の人々がその用途に合った木材を

つかっていることもわかっています。土を耕す鍬・

鋤には硬いカシ材、臼にはクスノキ、杵にはヤブ

ツバキ、そして槽
そう

や片口
かたくち

、建築材には軽くて加工

のしやすいスギ材をつかっています。多くの木製

品は豊富な木材資源があったことを物語っていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大廓式の大型壺 

（沼津市植出遺跡出土） 

木製高坏、ねずみ返しなどの出土状況（静岡市川合遺跡）  弥生時代中期後葉の水田跡（静岡市瀬名遺跡） 

水路 

大畦畔 

小畦畔 

水口 

ねずみ返し 

木製高坏 



3-1 木製品～農耕具：槽
そう

（田
た

舟
ぶね

）～ 

展示の木製槽は、水田の畔
あぜ

の近くから出土して

おり、両端に２本の棒状
ぼうじょう

把手
と っ て

をつくり出してい

ることから、水田で稲束
いねたば

を運ぶためなどに使う田

舟であったと推測できます。 

樹種
じゅしゅ

はスギであり、この槽をつくるためには単

純に見積もって直径 120 ㎝以上のスギの大木が必

要です。内面には幅が狭く細かい手斧
ちょうな

で削った痕
あと

が無数に見えます。 

 

3-2 木製品～農耕具：鍬
くわ

と鋤
すき

～ 

 鍬は地面に振り下ろして土を手前に掘り起こ

し、鋤は地面に差し込んで土をすくい返す道具で

あり、いずれも稲作には欠かせない道具です。静

岡県では、生活域や水田域の遺跡から木製の鍬や

鋤が発見されています。現代の鍬・鋤と違って、

弥生時代の鍬や鋤は柄
え

も刃先
は さ き

も木製でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

弥生時代の鍬は、柄と刃先を別々につくり、組

み合わせて使っていました。刃先には幅の広い

「広
ひろ

鍬
ぐわ

」、狭い「狭
さ

鍬
ぐわ

」、「又
また

鍬
ぐわ

」などの種類があ

ります。鋤には１枚の板からつくられた一木
いちぼく

鋤
すき

も

あります。 

鍬・鋤の刃先はカシ材で作られています。カシ

は堅
かた

く強靭
きょうじん

で、特にシラカシが好まれていたよ

うです。一方、柄はしなやかなイヌマキの材が使

われています。 

 

3-3 木製品～農耕具：臼
うす

と杵
きね

～ 

 弥生時代の臼と杵は、収穫した籾
もみ

の付いたお米

を脱穀
だっこく

するために使われていました。 

浜松市角
かく

江
え

遺跡
い せ き

では、ほぼ完全な形の臼が見つ

かりました。臼は幹
みき

の直径が 60 ㎝を超えるクス

ノキでつくられています。クスノキは樟脳
しょうのう

の香

りがあり、天然の防虫効果があります。また、精
せい

油
ゆ

成分が含まれており抗菌
こうきん

の働きがあります。 

弥生時代の杵は「竪
たて

杵
ぎね

」と呼ばれる形で、カシ

やツバキの木が使われました。展示の杵はヤブツ 

バキです。ツバキは真っ

直ぐに成長するため、現

代では野球の木製バット

にも使われます。道具に

使われる木材も適材適所

なのです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

木製槽（田舟）（藤枝市寺家前遺跡出土） 

臼（浜松市角江遺跡出土、展示はレプリカ） 様々な木製農具（静岡県埋蔵文化財センター展示室、今回は一部（鋤）を展示） 

脱穀の銅鐸絵画（桜ヶ丘５号銅鐸：神戸市博物館蔵より） 

矢板 

田下駄 

鍬 

鋤 



3-4 木製品～建築部材：ねずみ返し～ 

木製品には柱や階段といった建物の建築部材も

あります。ねずみ返しは、害獣
がいじゅう

の侵入を防ぐた

めに掘
ほっ

立柱
たてばしら

建物
たてもの

の柱に取り付けられた建築部材

です。下の写真のものは半分の部分ですが、中心

に厚くつくり出した台状部と方形の孔
あな

が確認でき

ます。表裏全面に幅約３cm 前後の手斧
ちょうな

で削った

工具
こ う ぐ

痕
こん

が残っていますが、孔の周りは工具痕が薄

くなっています。この部分には柱が当たってい

て、その圧力によって工具痕が潰
つぶ

れた可能性が指

摘できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 石の道具から鉄の道具へ 

弥生時代は、青銅器
せいどうき

や鉄器
て っ き

などの金属器
きんぞくき

の使用

が開始された時代でもあります。青銅器や鉄器は

朝鮮半島から九州地方にもたらされ、東へと広が

りました。また、実用品として朝鮮
ちょうせん

半島
はんとう

からも

たらされた後、やがて青銅器は銅鐸
どうたく

をはじめ主に

祭祀
さ い し

の道具として用いられるようになりますが、

鉄器は主に武器や工具・農耕具の実用品として広

まります。 

弥生時代の石
せき

斧
ふ

にも多様な大きさや幅・厚さの

ものがあり、木の伐採
ばっさい

から様々な加工にいたる技

術と道具を持っていたことがわかります。しか

し、弥生時代後期（約 1,900 年前）にかけて、静

岡県内でも鉄を使った斧
おの

が普及してきました。こ

の鉄
てっ

斧
ぷ

を使うことで、石斧よりも飛躍的に早く大

量に木材の加工をすることが可能になりました。

弥生時代の終わり頃には石斧は姿を消します。ま

た、農耕具にも鉄が使われるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ねずみ返し（藤枝市寺家前遺跡出土） 

復元建物のねずみ返し 

石斧、石鏃などの石器（静岡市川合遺跡出土、展示は一部） 

鉄斧（静岡市川合遺跡出土、展示

は一部） 静岡市登呂遺跡の復元建物（掘立柱建物）と復元住居 



4-1 鉄器
て っ き

～鎌
かま

の刃と柄
え

～ 

藤枝市寺家前
じ け ま え

遺跡
い せ き

の水田跡から柄付きの鉄製鎌

が出土しました。鎌刃
か ま ば

の重量は 44ｇほどあり、

非常に良好な状態で残っています。 

柄の樹種
じゅしゅ

はグミ属です。芯
しん

持ち材が使われてい

ますが、素材となる木の幹
みき

は直径 6cm 以上あった

と思われます。グミ属はグミ科に属する落葉
らくよう

小
しょう

高木
こうぼく

で、集落の周辺に自生していた手近な材を使

って作られたものでしょう。しかしグミ属を利用

することは当遺跡でもこの鎌柄
か ま え

しかなく、一般的

に見ても極めて稀
まれ

なことです。 

この柄付き鉄製鎌は水田域

で発見され、形態もほぼ完形

に近い状態で出土していま

す。当時は貴重品であろう鉄

製鎌が水田域で見つかったこ

とには、何か特別の意味を持

つ可能性があります。 

 

 

５ 装いと武器の所有者 

 弥生時代の墓の跡からは装身具
そうしんぐ

の玉や青銅
せいどう

の腕
うで

輪
わ

が出土することがありますが、その数は少な

く、限られた者だけが身につけていたと推測でき

ます。一方、それらが集落跡から出土する場合も

あり、ガラスや青銅を溶
と

かして加工する技術はあ

ったと考えられます。帯状
おびじょう

の銅板
どうばん

を丸くした銅
どう

釧
くしろ

や銅環
どうかん

は、東日本で多く出土している形態の

ものです。 

 極めてまれにですが、銅
どう

鏃
ぞく

や鉄
てっ

剣
けん

といった武器

が出土することもあります。浜松市 椿
つばき

野
の

遺跡
い せ き

で

出土しているような円孔
えんこう

のある銅鏃は、東海地方

に分布が集中しています。静岡市長崎
ながさき

遺跡
い せ き

出土の

剣の把
つか

は鹿角
ろっかく

製であり、東日本に分布が限られる

種類の把です。森町文殊堂
もんじゅどう

遺跡
い せ き

の鉄剣にも同様の

把が装着
そうちゃく

されたと考えられるものがあります。 

鉄剣などの武器は朝鮮半島から伝わり、西日本

では集団的な戦いもはじまったと考えられていま

す。静岡県域に弥生時代の戦いがあったとする根

拠は発見されていませんが、装いや武器の所有に

よって、新たな技術や祭祀
さ い し

をけん引する者や他地

域との交流や交渉
こうしょう

を代表する者が現れていた可

能性は指摘できます。 

 

5-1 装身具～ガラス勾玉
まがたま

～ 

ガラス勾玉が出土した沼津市植
うえ

出
だし

遺跡
い せ き

は、多く

の住居跡などが発見された弥生時代後期から古墳

時代前期の集落跡です。 

同じ 丘 陵
きゅうりょう

に立地する植
うえ

出
だし

北Ⅱ
き た に

遺跡
い せ き

では、集落

跡の外れからガラス勾玉の鎔笵
ようはん

（鋳型
い が た

）が４点出

土しています。その鎔笵は土製であり、勾玉形の

凹みに溶
と

かしたガラスを流し込んでガラス勾玉を

つくることができたと考えられます。弥生時代の

ガラス勾玉鎔笵は、主に北部九州を中心に西日本

において見つかっており、本例は日本列島におい

て最も東の事例であり、ガラス勾玉の鋳造
ちゅうぞう

技術

が駿河
す る が

にも伝わっていたことを示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

柄付き鉄製鎌 

（藤枝市寺家前遺跡出土） 

鉄剣、銅釧、銅鏃、管玉、ガラス小玉 

（森町文殊堂遺跡出土、展示は一部） 

ガラス勾玉 

（沼津市植出遺跡出土） 



展示品 点数 時期 所蔵 備考

浜松市 角江遺跡 人面付土器（壺の口） 1 弥生時代中期後半 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 将監名遺跡 鳥形土器 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 シカの絵画土器片 3 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 銅鐸形土製品 1 弥生時代中期後半 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 石製舌 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 将監名遺跡 石製舌 1 弥生時代中期後半 静岡県埋蔵文化財センター

磐田市 西の谷遺跡 銅鐸 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター 静岡県指定文化財

浜松市 角江遺跡 大型壺（土器棺） 1 弥生時代中期後葉 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 甕（土器棺の蓋） 1 弥生時代中期後葉 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 壺 2 弥生時代中期後葉 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 将監名遺跡 壺 2 弥生時代中期後葉 静岡県埋蔵文化財センター

沼津市 西通北遺跡 壺 1 弥生時代中期中葉 静岡県埋蔵文化財センター

三島市 中手乱遺跡 壺 1 弥生時代中期中葉 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 瀬名遺跡 壺 1 弥生時代中期中葉 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 川合遺跡 壺 3 弥生時代中期後葉 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 長崎遺跡 壺 2 弥生時代中期後葉 静岡県埋蔵文化財センター

磐田市 元島遺跡 壺 2 弥生時代中期末頃 静岡県埋蔵文化財センター 赤い壺と黒い壺

静岡市 長崎遺跡 多口壷 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 高坏 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 川合遺跡 木製高坏 1 弥生時代中期後半 静岡県埋蔵文化財センター

沼津市 植出遺跡 大廓式の大型壺 1 古墳時代初頭 静岡県埋蔵文化財センター

藤枝市 寺家前遺跡 木製片口 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

藤枝市 寺家前遺跡 木製槽（田舟） 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 川合遺跡 一木鋤 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 杵 1 弥生時代中期後半 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 臼 1 弥生時代中期後半 静岡県埋蔵文化財センター レプリカ

藤枝市 寺家前遺跡 ねずみ返し 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 川合遺跡 磨製石斧 10 弥生時代中期後半 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 川合遺跡 鉄斧 4 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 長崎遺跡 釣針 1 弥生時代後期か 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 磨製石鏃 6 弥生時代中期～後期静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 将監名遺跡 石剣 2 弥生時代中期後半 静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 角江遺跡 石包丁 1 弥生時代中期～後期静岡県埋蔵文化財センター

藤枝市 寺家前遺跡 柄付の鎌 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター 鉄製鎌と木製柄

浜松市 将監名遺跡 管玉 9 弥生時代中期後半 静岡県埋蔵文化財センター

森町 文殊堂遺跡 水晶製算盤玉 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

森町 文殊堂遺跡 ガラス小玉 28 弥生時代中期～後期静岡県埋蔵文化財センター

沼津市 植出遺跡 ガラス勾玉 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 川合遺跡 銅釧 2 弥生時代中期～後期静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 川合遺跡 銅環 3 弥生時代中期～後期静岡県埋蔵文化財センター

浜松市 椿野遺跡 銅鏃 6 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

森町 文殊堂遺跡 鉄剣 2 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

静岡市 長崎遺跡 鹿角製の把 1 弥生時代後期 静岡県埋蔵文化財センター

ふじのくに文化財交流展示『しずおかの弥生世界』（山梨県開催）　展示品一覧
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